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【理事会】

回 開催期日 議案等

第89回 6月8日

〔報告〕
 1.会長の職務執行状況について
〔議案〕
 1.事務局職員給与規程の一部改正（案）について
 2.事務局規程の一部改正（案）について
 3.令和３年度事業報告について
 4.令和３年度収支決算報告について
 5.積立金積立(案)について
 6.令和４年度第１回収支補正予算(案)について
 7.評議員候補者の推薦について
 8.評議員選任・解任委員会の招集について
 9.評議員会の招集について

第90回 11月22日

〔協議事項〕
 1.尾道ナンバー導入に関する請願について
〔報告事項〕
 1.会長の職務執行状況について
 2.令和４年度上半期事業報告について
 3.令和４年度上半期収支報告について
〔議案〕
 1.基本理念・基本方針・基本目標の一部改正（案）について
 2.法人後見事業実施要綱の一部改正（案）について
 3.事業所等職員下期賞与支給（案）について
 4.令和４年度第２回収支補正予算（案）について
 5.理事・評議員候補者の推薦について
 6.評議員選任・解任委員会の招集について
 7.評議員会の招集について

令和4年度理事会、評議員会等開催状況



回 開催期日 議案等

第91回 3月15日

 第１号議案定款施行細則の一部改正（案）について
 第２号議案処務規程の一部改正（案）について
 第３号議案経理規程の一部改正（案）について
 第４号議案事務局職員給与規程の一部改正（案）について
 第５号議案事業所等職員人事考課制度運用規程の一部改正（案）について
 第６号議案事業所等職員賞与管理規程の一部改正（案）について
 第７号議案事業所職員就業規則の一部改正（案）について
 第８号議案登録職員等就業規則の一部改正（案）について
 第９号議案職員就業規則の一部改正（案）について
 第10号議案居宅介護支援事業運営規程の一部改正（案）について
 第11号議案通所介護事業運営規程の一部改正（案）について
 第12号議案介護予防通所介護事業・日常生活支援総合事業運営規程の一部改正（案）について
 第13号議案訪問介護事業所運営規程の一部改正（案）について
 第14号議案介護予防訪問介護事業・日常生活支援総合事業運営規程の一部改正（案）について
 第15号議案訪問入浴介護事業所運営規程の一部改正（案）について
 第16号議案指定障害福祉サービス事業所運営規程の一部改正（案）について
 第17号議案基本財産の変更について
 第18号議案積立金積立（案）について
 第19号議案臨時賞与支給（案）について
 第20号議案令和４年度第３回収支補正予算（案）について
 第21号議案第６次地域福祉活動計画（案）について
 第22号議案令和５年度事業計画（案）について
 第23号議案令和５年度収支予算（案）について
 第24号議案評議員会の招集について



【評議員会】

回 開催期日 議案等

第68回 6月24日

〔報告〕
1.第89回理事会開催報告について
〔議案〕
1.令和３年度事業報告について
2.令和３年度収支決算報告について
3.令和４年度第１回収支補正予算(案)について

第69回 12月6日

〔報告〕
1.第90回理事会開催報告について
2.令和４年度上半期事業報告について
3.令和４年度上半期収支報告について
〔議案〕
1.基本理念・基本方針・基本目標の一部改正（案）について
2.令和４年度第２回収支補正予算(案）について
3.理事の選任について

第70回 3月27日

〔報告〕
1.第91回理事会開催報告について
〔議案〕
1.第６次地域福祉活動計画（案）について
2.令和５年度事業計画（案）について
3.理事の選任について

【監事会】

回 開催期日 議案等

第1回監査 5月16日～5月17日 1.令和3年度社会福祉法人世羅町社会福祉協議会事業及び会計監査

第2回監査 11月9日 1.令和4年度社会福祉法人世羅町社会福祉協議会上半期事業及び会計監査



【委員会】

会議名 開催期日 議案等

第1回総務地域福祉委員会
並びに第1回介護保険事業

委員会
10月19日

〔協議事項〕
1.計画策定の進捗状況について
2.基本理念・基本方針について
3.法人後継事業実施要綱について
4.その他

第２回総務地域福祉委員会
並びに第２回介護保険事業

委員会
12月21日

〔協議事項〕
1.事業所の建物（デイサービスセンター・グループホームきぼう）の今後について
2.事務局職員給与規程について
3.委員会の編成について
4.その他

第３回総務地域福祉委員会
並びに第３回介護保険事業

委員会
1月19日

〔協議事項〕
1.第６次地域福祉活動計画について
2.その他

第４回総務地域福祉委員会
並びに第４回介護保険事業

委員会
2月14日

〔協議事項〕
1.定款施行細則について
2.事業所職員就業規則について
3.事業所等職員人事考課制度運用規程について
4.事業所等職員賞与管理規程について
5.組織図の変更について
6.その他



2.地域あんしん活動～きずな～

　　〇今後の取り組み等

3.ボランティアセンター運営事業

令和4年度　事業報告概略

　・小地域、常設サロンへ訪問し、参加者の課題の把握や関係づくりを行った。（120回）
　・サロンからの要望を受け、登録講師や保健師等の派遣を行い、サロン活動の支援並びに世話人の負担軽減につなげた。（64件）
　・常設サロンへ毎月、脳トレ資料の配布を行った。※小地域サロンへも配布された自治センターもあった。
　・サロン世話人会を開催し、各地区の情報共有を行うとともに、サロンで活用できるメニューの紹介を行った。
　　（自治センター単位：12会場（参加者数：101名）、旧町単位：延べ3回（参加者数：86名）
　・小地域サロン開催状況（延べ開催数：544回、延べ参加者数：5,717名）※令和3年度　延べ開催数：353回、延べ参加者数：3,814名
　・常設サロン開催状況（延べ開催数：941回、延べ参加者数：12,415名）※令和3年度　延べ開催数：429回、延べ参加者数：6,490名

　　〇今後の取り組み等

　・引き続き、サロン訪問時の気づきや課題を共有し、地域課題、個別課題の把握に努めるとともに、地域あんしん活動～きずな～などの事業とも
　　連携を図る。

　・津久志地区と大見地区において新たに生活支援員が配置された。また、宇津戸地区においては令和5年4月に配置予定。
　・6/25　地域（まち）づくり講演会を開催し、3地区（宇津戸・西大田・津名）の活動事例報告をしていただき、今後の地域活動の推進に取り組んだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加者数：68名）
　・地域の現状把握のほか地域福祉活動計画策定に向け、各自治センターを訪問し地域アセスメントシートを作成した。
　・各情報共有会議への参加を行った。
　　生活支援員 井戸端会議（6回）、生活支援体制整備協議会（2回）、地域連携ネットワーク会議（3回）、生活支援員連絡会議（4回）
　・宇津戸地区において県社協指定事業「地域支え合いネットワーク強化事業」の中で、小地域に視点をあてた地域づくりや社会資源の把握に取り
　　組んだ。
　・「西地域の生活を考える会」を3回開催し、地域課題解決に向けて協議を行った。※地域内移動については試行中。
　・見守りサポーター会議への出席（3回）

　・地域の特性等に寄り添うとともに、地域課題の把握に向けて関係機関や生活支援員と連携を図りながら、地域づくりの推進を図っていきたい。
　・宇津戸地区において県社協指定事業「地域支え合いネットワーク強化事業」の中で、集まりの場の把握やマップづくりなどの取組を始められて
　　いるため、連携を密にする。

　・朗読ボランティア活動団体の取組を社協だよりやYouTubeで広報したことにより、新たな活動者につながった。
　・防災担当者会議へ参加し、各地区の防災研修の開催状況など、関係機関と情報共有を行った。（10回）
　・3/11　被災者生活サポートボラネット研修会を開催（参加者数：41名）
　・ひとり親家庭を対象とした学習支援を8月から開催し、全16回実施した。（申込人数：6名、延べ参加者数：57名、支援者：8名）
　・学習支援のボランティアを確保するため、民生委員児童委員等とも連携し、新規ボランティアの確保につながった。

　　〇今後の取り組み等

・令和５年度には、ボランティア団体同士の交流会の開催に向けて取り組む。

1.ふれあい・いきいきサロン事業（地域住民グループ支援事業含む）

・防災活動については、引き続き行政等との連携を図るとともに、役割分担など明確にしながら取り組んでいきたい。



4.かろやかてごねっと事業

5.ファミリー・サポート・センター事業

6.福祉学習の推進

　・延べ活動件数：415件（実利用者数：81名、実活動者数：35名）　※令和3年度　延べ活動件数：370件
　（主な活動内容：病院の付き添い・薬の受け取り：159件、ゴミの分別・ゴミ出し：73件、居室の掃除・片付け：61件、買い物：32件）
　・カフェおおたにおいて、サロン参加者へ1時間無料利用券のプレゼントをする取組を試みられ、3名の利用があった。
　・11/14　研修会の開催「網戸の張替え」（参加者：18名）
　・新規協力員の登録が6名あった。

　　〇今後の取り組み等
　・ゴミ出しや病院の付き添い等が増加しているため、対応していただける協力員の確保に努め、事業の推進を図っていきたい。

　・引き続き生涯学習講座を開催することにより、新たな人材との関りを拡げたい。

　・ファミリー・サポート・センター事業研修会を開催（年2回）
　　7/4「発達障害の特性について」（参加者：18名）、2/23「赤十字幼児安全法講習」（参加者18名）
　・ファミリー・サポート・センター事業交流会を開催（年1回）
　　11/23「親子で凧揚げ作り」（参加者：21名）
　・新規提供会員：2名、新規依頼会員：10名
　・延べ活動件数：153件　※令和3年度　延べ活動件数：71件

　　〇今後の取り組み等
　・今後SNSを活用した啓発を行い、提供会員の確保など、事業の推進を図っていきたい。

　・生涯学習講座を開催した。
　　3/4「コーヒー講座」　（参加者：15名）
　・せらにし小学校（6/10、1/31）、世羅西中学校（6/15）、甲山中学校（10/20、1/11、2/28）、世羅小学校（10/27）でそれぞれ福祉体験
　　学習として車いす体験等を行った。
　・10/29せらパラ「講演会とボッチャ体験」を実施した。（参加者：127名）

　　〇今後の取り組み等



8.法人後見事業（権利擁護事業）

9.地域型支援センターさくら

　・成年後見制度への移行についても、速やかに対応できるよう関係機関との連携を図っていきたい。

　・日々の金銭管理や相談対応のほか、新規契約の手続きや成年後見制度の申し立てに関する支援を行った。
　（利用者数：34件、新規契約者数：10名、終了件数：7名、延べ支援回数：2,319回）

　　〇今後の取り組み等

7.福祉サービス利用援助事業「かけはし」（権利擁護事業）

　　・今後、世羅町の権利擁護を推進するための、中核機関の運営について、行政とともに検討が必要である。

　・日常的な支援のほか、施設入所、相続の手続き、債務整理、転居等の支援を行った。
（受任件数：7名、新規受任件数：0名、終了件数：2名、延べ支援回数：712回）
　・権利擁護連携会議の開催（2回）
　・受任者調整会議の開催（1回）
　・10/7「相続に関するオンライン研修」を、司法書士と連携し開催。

　　〇今後の取り組み等

　・個別訪問や電話等により実態把握を行った。
　　（甲山地区　月の平均件数：40件、世羅地区　月の平均件数：40件、世羅西地区　月の平均件数：58件）
　・家族介護教室の開催（甲山・世羅地区開催数：12回、世羅西地区開催数：12回、延べ参加者：132名）
　・家族介護者交流事業の開催（開催数：2回、延べ参加者：15名）

　　〇今後の取り組み等
　・緊急対応が必要な方が増えているため、関係機関と情報共有していく。民生委員等との同行訪問をすすめ、地域の状況把握を行っていきたい。

10.生活困窮者自立相談支援等事業

　・新規相談受付：9名（金銭相談・就業先の紹介等）
　・福祉事務所や貸付、かけはし、フードバンク事業等と連携を図った。
　・国や県主催の研修に参加した（自立相談支援事業従事者研修ほか）

　　〇今後の取り組み等
　・複合的な課題を抱える世帯も多くあるため、様々な制度やサービスの把握を行い、適切な相談支援が行えるよう関係機関と連携を務めたい。



12.広報・啓発

13.財源確保

　・第６次地域福祉活動計画（令和５年度～令和９年度）の策定を行った。
　・ふれあい相談所事業（無料法律相談：42件、相続なんでも相談：17件）
　・福祉車両、福祉用具、レクリエーション用具、チャイルドシート等の貸出
　　（福祉車両：23件、福祉用具（車いす等）：35件、レクリエーション用具：81件、チャイルドシート：33件）
　・日本赤十字社活動資金の募集（募集実績1,770,202円）　※令和3年度1,846,871円

　　〇今後の取り組み等
　・特例貸付の償還が始まったため、今後、特例貸付フォローアップ支援事業と併せ、借受人への細やかな対応が必要である。

11.生活福祉資金貸付制度・緊急生活安定資金貸付制度

　・社協だよりを発行し、社協活動を広報した。（年4回）
　・ホームページのリニューアルを行った。
　・LINEによる広報に取り組んだ（登録者数：156名）　※令和3年度登録者数：116名
　・ケーブルテレビを活用し、社協や地域の取組を発信した。（5回）
　・12/18社協フェスタにおいて、会長表彰や展示体験のほか、世羅町教育委員会との共催で人権講演会を開催した。

　・生活福祉資金　（相談件数：4件、貸付件数：0件）
　・緊急生活安定資金　（相談件数：14件、貸付件数：5件）
　・生活福祉資金特例貸付（コロナ特例）　（相談件数：6件、貸付件数：2件　内訳：緊急小口資金：1件、総合支援資金：1件）
　・フードバンク事業（寄附受付件数：60件、提供件数：105件）

14.その他の主な地域・在宅福祉事業

　　〇今後の取り組み等
　・より分かりやすく見ていただけるようなホームページとなるよう更新を行っていく。

　・社協の会員会費について（一般会費：1,853,100円、賛助会費：62,890円、特別会費：20,000円）
　・広告スポンサーの募集（広告掲載料実績：138,800円）
　・共同募金では新たにチャリティーバザーを行い、街頭募金としては前年度と比べ2倍の実績となった。

　　〇今後の取り組み等
　・地域の方々に分かりやすい広報を検討し、情報発信に取り組んでいく。
　・広告スポンサーについては事業所とも協力し取り組んでいく。



令和４年度　事業報告概略（介護保険事業等）

　・収入実績　33,029千円　（年間収入目標：32,003千円）
　・職員一人あたりの受持ち人数　要介護認定者：32人（受持ち可能人数：35人）、要支援認定者：9人　※ケアマネジャー5名
　・ZOOM等、オンラインを活用した研修に参加した。
　・会議の開催が難しい中、電話等で利用者の状況把握に努めアセスメントを行った。
　・利用者や家族と連絡を取り合い、信頼関係の構築に努めた。

　　〇今後の取り組み等

　・コロナ感染者が増え、急なサービス中止が入り対応が難しい時期があった。3月頃より落ち着いている。
　・生活困窮者や一人暮らしの認知症高齢者等、家族の協力が得られない困難ケースが増えてきている。
　  地域の方や他機関と連携し、今後の支援方法を検討していく。

２．通所介護事業

　・開催数　152回　（年間開催予定数：154回）
　・歯科衛生士、看護師が支援員として業務へ従事し、利用者の健康状態の把握に努めた。
　・自宅に閉じこもりがちな高齢者宅へ、支援センターと複数回訪問し、外出を促した。利用につながっている。
　・支援員がコロナに感染し、まん延防止のために2日間事業を中止した。

　　〇今後の取り組み等

　・コロナ感染症に伴う利用の減少があったが、段々と利用を再開されている。
　・利用が再開できていない方や、身体能力の低下で閉じこもりがちな方もいるため、支援センターや福祉課と連携し、利用者の状況把握に努めていく。

　　〇今後の取り組み等

１．居宅介護支援事業

３．閉じこもり予防支援通所事業

　・収入実績　73,848千円　（年間収入目標：84,491千円）
　・利用者数　643人/月平均　（目標利用者数：750人）
　・職員がコロナに感染し、まん延防止のために5日間の休業を行った。
　・休業中、ＰＣＲ検査を行い陰性を確認したうえで、医療処置が必要な方などの緊急時対応を行った。また、週1回抗原検査を行い、感染防止努めた。
　・3月から新規利用者が増加し調整を行った。

　・医療機関や支援センターと連携し、新規利用者の確保に努めていく。
　・利用者が増加しているため、受け入れ可能人数を把握し調整していく。



　・重度者やターミナルの方の利用が多く、継続した利用につながっていない。訪問入浴の紹介を行っていく。
　・訪問入浴に関わる職員が増えたため、統一したサービスが提供できるようにミーティング等で研修していく。

　・コロナ感染症に伴う利用の減少があったが、段々と利用を再開されている。
　・利用が再開できていない方や、身体能力の低下で閉じこもりがちな方もいるため、支援センターや福祉課と連携し、利用者の状況把握に努めていく。

５．訪問介護事業

４．認知症予防事業

　・収入実績　22,808千円　（年間収入目標：24,317千円）
　・訪問回数　523回/月平均　（目標訪問回数：620回）
　・サービス手順書の見直しを行い、時間配分が分かりやすくなった。
　・職員がサービス内容を把握し、統一したサービスを提供できている。

　　〇今後の取り組み等

　・認知症が進行したひとり暮らしの方の対応が難しい。家族の協力が得られない困難なケースもある。関係機関と連携して調整をしていく。

　・収入実績　4,349千円　（年間収入目標：4,026千円）
　・訪問回数　25回/月平均　（目標訪問回数：32回）
　・主治医や訪問看護と連携し、安心して入浴していただいた。

　　〇今後の取り組み等

　・開催数　46回　（年間開催予定数：48回）
　・歯科衛生士、看護師が支援員として業務へ従事し、利用者の健康状態の把握に努めた。
　・支援員がコロナに感染し、まん延防止のために１日間事業を中止した。

　　〇今後の取り組み等

６．訪問入浴介護事業



　・収入実績　504千円　（年間収入目標：1,020千円）
　・訪問回数：39回

　　〇今後の取り組み等

　・障害の特性により訪問入浴を利用することが難しく、居宅介護や施設を利用されている方が多い。訪問入浴の紹介を行っていく。

９．身体障害者訪問入浴事業

　・利用者のマスク着用が難しく、施設内での感染リスクが高いため利用が中止となった。
　・利用者の情報を共有しているが、月2回の利用ではコミュニケーションが図りにくいため、支援方法を検討していく。

　　〇今後の取り組み等

　・収入実績　9,432千円　（年間収入目標：8,741千円）
　・訪問回数：2,232回
　・月1回、関係機関との会議を行い、連携が取れる体制づくりに努めた。

　　〇今後の取り組み等

　・利用者個々の会議ができるように検討していく。

　・収入実績　27千円　（年間収入目標：216千円）
　・訪問回数：8回
　・8月からコロナ感染者が増えたことに伴い、利用が中止となった。

７．障害福祉サービス事業

８．移動支援事業



　　〇今後の取り組み等

　・依頼時にすぐに動けるよう、体制を整えていく。
　・福祉課と連携し利用説明を行っているが、今のところは登録の必要がないと言われる家族も多い。関係機関と連携し、取り組み内容を知っていただく。

13.地域生活支援システム事業

　・支援依頼はなかった。

　　〇今後の取り組み等

　・依頼時にすぐに動けるよう、体制を整えていく。

12.子育て世帯ヘルパー等訪問支援事業

　・産後、家事や育児が大変な世帯へ訪問した。・産後、家事や育児支援が必要な世帯へ訪問した。
　・支援世帯：１件　　訪問回数：14回（1回：1時間）

　　〇今後の取り組み等

　・依頼時にすぐに動けるよう、体制を整えていく。

11.ひとり親家庭日常生活支援事業

　・支援依頼はなかった。
　・関係機関の連絡会議に参加し、現状の把握を行っている。

　　〇今後の取り組み等

　・精神状態が不安定なことが多く利用日ごとに状態が違うため、緊急時の対応を関係機関と共有している。
　・実際に起こった場合の判断や対応が難しいが、連携し対応していく。

10.養育支援事業

　・支援件数：1件
　・調理や子育てについての助言を行った。
　・要保護児童連絡会議において、母子の状態を確認し関係機関と情報を共有した。


